
中部産業遺産研究会  シンポジウム 「日本の技術史をみる眼」 第３７回

後援：愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・産業考古学会・日本産業技術史学会・ 一般社団法人 日本機械学会・一般社団法人 中部産業連盟

　　　公益財団法人 中部圏社会経済研究所・ 一般社団法人 中部経済連合会・公益社団法人 日本技術士会中部本部・名古屋工業大学ごきそ技術士会

共催 ：中部産業遺産研究会中部産業遺産研究会主催 ：

２０１９年２月２３日（土）  午後１時～午後４時５０分

・名  鉄：名古屋本線「栄生駅」下車、徒歩３分
・なごや観光ルートバス“メーグル”：名古屋駅バスターミナル１１番のりば
　「なごや観光ルートバス“メーグル”」乗車　「トヨタ産業技術記念館」（敷地内）下車すぐ
・タクシー：「名古屋駅」から５分

・名古屋高速 6号清須線「明道町出口」から 5分程度。
・名古屋高速都心環状線「丸の内出口」から 10 分程度。
無料駐車場（乗用車２２０台、バス１０台）

公共交通機関をご利用の場合

お車をご利用の場合

特別開催　 自動車館特別ガイドツアー １０ ： ３０～１１ ： ３０

日本の自動車120年と

刈谷から歩んだ豊田喜一郎のクルマづくり

写真：（中央）現存する試作工場（1934 年竣工・愛知製鋼株式会社刈谷工場内・国登録有形文化財）

　　　（右上）試作工場での「トヨダＡ１型試作乗用車」完成式 (1935 年 )　　ともにトヨタ産業技術記念館提供



日本の自動車１２０年と刈谷から歩んだ豊田喜一郎のクルマづくり日本の自動車１２０年と刈谷から歩んだ豊田喜一郎のクルマづくり日本の自動車１２０年と刈谷から歩んだ豊田喜一郎のクルマづくり


